新学期・学校と家との間
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3月になった。また学校との連絡が必要になる季節。文部科学省は不登校対策として、今までは「無理に学校に戻さなくてもよい」という方向だったそうだが、学校に行かない子、行けない子は（当然のことながら）増え続けている。そのため、「やっぱりいろいろ働きかけをして、できるだけ学校に戻れるように」力を入れるらしい。心理カウンセラーや不登校対策施設に膨大な予算がつぎ込まれる。相変わらず子どもたちを「一種類」の学校にいかにはめ込むかに躍起になっている姿は滑稽にさえ見える。いつまでたっても学校に行けないのは個人の心の問題であり、制度の問題であるという考えには至らない。不幸な生徒と先生が増えるばかりだ。膨大な予算がいろんな種類の学校や教育の普及という「もう一つの不登校対策」に使われるなら、不登校に悩む子どもや学校は確実に減るだろうに。

現実問題として学校に行かなくなると、行く場所がどこにもない、友だちを見つけられない、という悩みが起きる。だから本意ではないけれど学校や相談機関とのつながりを切ることができないという場合も多い。しかし、私たちは幸いにもホームスクーリングという方法を知っている。これは「どこにも行くところがない困った状態」ではなく、「自分の時間を全部自分で使える自由を手にした状態」なのだ。学校から解放されれば、それまで学校に吸い取られていた時間とエネルギーが家庭に帰ってくる。親の負担は大きいけれど、それだけに子どもと暮らす毎日の楽しみも大きい。もちろんそれぞれに家庭の事情はある。でも、その中でどう毎日を暮らしていくかはそれぞれの親がしっかり子どもと向き合って作っていくしかないだろう。

　ごしょごしょクラブは参加者のほとんどが「不登校くずれ（？）」でホームスクーリング状態になだれ込んだ（？）家庭が多いのだが、全国には、「不登校」という状態を経ず、初めから全く学校に行かずに家でやっている人たちが何人もいる。学校との関わりの大変さを聞くにつけ、フリースクールにしろホームスクーリングにしろ、はじめからすっきり「学校の外」を選んだ方が要らぬエネルギーを使わずにすんで楽だろうなと思う。ごしょごしょクラブに参加のみなさん、次の子（孫？）は生まれる前からホームスクーラー？？？

　まあとにかく新学期。先生に対しては、にこやかに、しかし言うことはびしっと伝え、できるだけエネルギーの消耗を防ぎ、いい関係を保てますように。ではみなさん、Good Luck。

